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令和８年

７月号

７月はクールワークキャンペーン「重点取組期間」です！Ⅰ

令和７年「職場における熱中症による死傷災害の発生状況」Ⅱ

◆ 令和７年に全国で発生した職場での熱中症による死亡及び休業４日以上の死傷者数は、1,803人

と前年比で約43％の増加となり、うち死亡者は19人と、前年比で約39％の減少となりました。

◆ 死傷者について、業種別では製造業が365人と最も多く、次いで建設業が292人となっています

。死亡者については建設業が５人と最も多く、次いで警備業が３人となっています。

◆ 19人の死亡者につい

 て、男女別では男性が

19人、女性０人でした。

◆ 発生場所では、屋内

 が４件、屋外が15件で

 した。

職場における
熱中症予防情報サイト

◆ 職場における熱中症予防対策の積極的な取り組みを推進するため、令和８年５月１日～令和８

年９月30日までの期間「STOP!熱中症クールワークキャンペーン」を展開しています。

◆ 特に暑さの厳しくなる７月の１か月間は、『重点取組期間』として「職場における熱中症防止

 のためのガイドライン」に基づく措置の確実な実施と、取り組み状況の総点検、必要に応じて追

 加対策の検討を行うなど、より一層の注意をお願いいたします。

☐ 暑さ指数の低減効果を再確認し、必要に応じ対策を追加

☐ 暑さ指数に応じた作業の中断等を徹底

☐ 水分、塩分を積極的に摂らせ、その確認を徹底

☐ 作業開始前の健康状態の確認を徹底、巡視頻度を増加

☐ 熱中症のリスクが高まっていることを含め教育を実施

☐ 熱中症のおそれのある者を発見したときは、躊躇することなく救急隊を要請

重点取組期間にすべきこと

https://neccyusho.mhlw.go.jp/


令和８年度エイジフレンドリー補助金の申請受付が開始しましたⅢ

７月１日～７日は
「全国安全週間」です

Ⅳ

令和８年の労働災害発生状況について(５月末時点)Ⅵ

◆ 一関監督署管内で令和８年に発生した休業4日以上の死傷者数(新型コロナウイルス感染症を除

 く)は、42人となり、前年同期比で減少(－22人、－34.4％)となっています。

◆ 業種別では製造業が11人(－10人、－47.6％)と最も多く、次いで小売業が６人(±0)となって

います。事故の型別では転倒が19人(－４人)が最も多く、次いで墜落・転落とはさまれ、巻き込

まれが5人となっています。

★労働災害事例(５月把握分の一部)
■ 【小売業】 ≪転倒≫
作業場内を清掃中、外しておいた蓋に足を乗せてしまい、滑って転倒した。
■ 【畜産業】 ≪有害物との接触≫
豚舎内で作業中、薬剤が入ったペットボトルを床に落とし、跳ね上がった薬剤が右眼に入った。

「中小規模事業場安全衛生サ
ポート事業」をご活用ください

Ⅴ

◆ 本年度の「エイジフレンドリー補助金」の申請受付が始まっています。この補助金は、60歳以上

 の高年齢労働者の労働災害防止のための設備改善や、専門家の指導を受けるための費用の一部を補

 助する制度です。

◆ 申請受付期間は、令和８年５月20日(水)～10月31日(土)までとなっていますが、予算額に達し

 た場合は、受付期間の途中であっても受付を終了する場合がありますので、ご注意ください。

【申請先】

一般社団法人日本労働安全衛生コンサルタント会

エイジフレンドリー補助金事務センター

TEL：03-6381-7507（申請担当）

03-6809-4085（支払担当）

受付時間：平日10:00～12:00

13:00～15:00

各コース詳細、審査スケジュ

ール、申請書類などはホーム

ページをご確認ください。

◆ 中央労働災害防止協会(中災防)では、無料で

 専門家のアドバイスを受けることができます。

 対象は労働者数が概ね100人未満の製造業、第

 三次産業、鉱業及び農業で、支援は個別支援と

 集団支援の２種類があります。

◆ 事業場の安全衛生水準向上に

 ぜひご活用ください。

【全国安全週間】

令和８年７月１日(水)～

令和８年７月７日(火)

【スローガン】

多様な人材

全員参加

みんなで育てる安全職場

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_09940.html
https://www.jisha.or.jp/chusho/support.html
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